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・PhaseA 発生源:消費者キコ過度な消費/ 業経営にも私たちの欲望 ・消費願望にも多くの原
資源浪費 因がある。それを乗り越えるためには社会満足志
. Phase B 発生源:企業キキ陳腐化促進/環 向や企業倫理といった考え方は重要かつ有用であ
境破壊 る。
それらの経済活動にともなって今日顕著な











(Social Responsibility Marketing) があるこ
とを提示し、それを実行するのがCause-Related
Marketing (CRM) なので、 CRMが今後、マー
ケティングおよび企業経営にとって価値となって
いくものであるとの考察を行ってしぺ 。
また、変化というキーワードに関わって研究を
進めていくと、 21世紀の消費社会に多大な影響を
及ぼすものとして、これまでには想定できなかっ
たような国際面、貿易面、政治面での影響要素の
そして、マーケティングの立場からは社会的責
任を従来のソーシャル・マーケテイングの成果に
発展的に採り入れた 「社会的責任のマーケティン
グ、J (SRM)の認知と浸透が、社会、生活、企業
それぞれをより良くするために価値がある。
そのSRMの枠組みのなかで実際の経営活動を
先駆的に導き、大きな市場成果を出せるのが「コー
ズリレーテッド・マーケテインクコ (CRM)であ
る。またプロモーション・ツール的にはコーズリ
レーテッド・プロモーションである。CRMによっ
て売上増大やブランド構築、イメージ向上、市場
取引の容易化などの競争優位を勝ち得ることが可
能になる。
巷での評判から販売額に及ぶまでのいわゆる企
業力の向上が期待できるのが、CRMそしてSRM
なのである。
社会的責任の経営理念への取り込みは、たとえ
ば環境問題で幾多の教訓を世に示しているアメリ
カでは既に行なっている企業が多い。今後の理想
としては、企業が自らの経営姿勢を示す経営理念
に 「企業責任宣言J のような内容で内外に自らの
企業倫理を公表すべきであろう 。丁度、企業の環
境宣言や環境報告書、 IRのようなものに近い。
時代の進化によって、かつては有り得なかった
ような企業対応が現実のものとなっている。たと
えば技術革新にかまけて汚染に目をつぶるといっ
たような地球環境問題に無関心な姿勢では、 21世
紀の企業として失格の熔印を押されてしまう 。公
害と公益とはある種、不即不離、表裏一体の関係
にある。そのようなことへの気づ、きをいち早く行っ
た企業は他社に比して優位な立場、立ち位置を確
保できる。
住友総理事、伊庭貞剛は「住友自身を利すると
ともに国家を利し、かっ社会を利する事業たるべ
し」といったが、社会を利することが企業理念の
もとになければ、これからの企業の存続は不可能
となるであろう 。
CRMそしてSRMは社会の企業評価を高めるも
のであり、 21世紀の消費社会と企業経営を より良
いものへとしてしミくためにも重要性をもっている。
今後厳しくなる環境規制や高齢化社会に対応し
た企業が、社会的責任を遂行し社会貢献を果す優
れた企業という高い評価を受けて人々に支持され、
株価も上昇するという状況が21世紀の新しい傾向
である。事実、環境対策に優れた企業を投資対象
としたエコファンドは、新しい世紀の担い手をあ
ぶり 出す。企業の持つ高い倫理観や理念に共鳴し
た人々が行う投資(社会的責任投資 Social
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Responsibility Investment) は欧米での注目
が特に高い。単に投資収益を追求するだけでなく、
エコフア ンド購入により企業を支持して、同時に
社会に貢献する。環境保護に止まらず、雇用均等、
女性・高齢者支援、地球貢献など、多方面にわた
る社会的責任投資の関連資金は膨らんでいる。人々
が企業に経営参加し、企業が社会活動に貢献する
というパラダイムによって、社会全体のWIN-
WINの構図は現実化し得る。
ただ、ものごとをIS026000のようにいくらス
マートに語る (4.2参照)努力を行っても現実社
会はスマートでないので実現の道筋に至る困難は
多い。
TPPのように(4.1参照)別次元の課題が社会
や経営、経済そして生活に降りかかってくること
もある。一歩一歩確認しながら進む慎重さと、何
が大事な本質かを見分ける精織さ、対応の誠実さ
が誰にも、どの場面でも求められるのが今日であ
る。そして特に企業にあっては時代の先を見通す
先駆性と正しいと確信し必要とされることを果敢
に遂行する実行力がますます求められる。
問題の解決には種々の困難が伴うのが常だが、
本論文でテーマとした消費社会と企業経営をより
良く導くために有益・有効なものがコーズリレー
テッド・マーケテイングであることを改めて強調
して論をしめくくりたい。
